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平成 27年度北海道教育研究所連盟共同研究推進委員会 

第 15次共同研究に係る加盟機関及び域内における実践 

（  後志教育研修センター  ） 

 

研究内容１ 

「授業改善」及び「授業改善を促す校内研究」支援の在り方に関わる学校支援の取組について 

 

(1)授業改善のための支援 

ア 指導と評価の一体化の促進 

イ 思考力を育む授業づくりの促進 

ウ カリキュラム改善の視点を踏まえた授業づくりの促進 

〇研修講座「学習指導（基礎）」「学習指導（応用）」の開設 

研修講座「学習指導（基礎）」では所員と研究協力校の教員（授業者）が講師となり、主に若手教員を

対象に「授業づくりのベーシックオブベーシック」といった内容で講義や演習を行った。授業実践を基

に、学習指導や学習規律に関することを伝えるとともに当センター所員の指導技術や指導法についても

伝える場を設けた。 

研修講座「学習指導（応用）」ではある程度以上の経験年数の教員を対象とし「言語活動の充実」「ア

クティブラーニング」をキーワードとし講義・授業実践を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座講師の「板書型指導案例と実際の板書」       受講者のつくった「板書型指導案」 

〇所員所属校でのメンター研修の実施 

 年間３本の「検証授業」を通して実践的指導力の向上を図

るための教職員研修の工夫・改善、授業研究を核とした校内

研修の在り方について検証を行った。その際、当研修センタ

ー所員の所属校におけるメンターチームによる授業研究を

行い、若手教員の実践力向上とミドルリーダーの指導力向上

を図るとともに、ワークショップ型研修の推進を行い、組織

的な校内研究体制の確立を目指した。次年度は所員の所属校

以外の学校へ「メンターチームによる授業づくり」を取り入れた実践を広げていきたいと考えている。 



2 

 

 

イ）学習過程 

1 時間の学習過程のイメージは、下図の通りである。 

 

基本的な授業の流れ（教

科・領域では異なる）をある

程度パターン化することで、

子どもは、授業の見通しを持

つことができる。安心感や自

信を持てるようになり授業

の活性化につなげることが

できる。 

教師の思いつきの発問や

指示、一方的な学習課題の押

しつけは、子どもの意欲を低

下させ、主体的な学習活動を

阻害する要因となる。 

  ここでは、学習過程を段階

に分け具体的に捉えていく。 

 

＜ 導 入 ＞ 

課題設定の場面では、子どもの言葉を取り上げて課題をつくることが望ましい。子どもの学ぶ意欲

を向上させ、自己解決力を育むためには、一人ひとりに「なぜだろう？」「自分もやってみたい！」

「もし、○○だったらどうだろう？」といった問題意識を高めることが必要である。子どもの課題意

識（問題意識）を高め、自ら考える力や解決しようとする意欲につなげるためには、単元、あるいは

１単位時間でのはじまりの部分、つまり導入時の工夫を図ることが重要になってくる。 

 

 

導入は、学習の目的を把握し、学習への動機付けを持つための重要な時間である。教師と子ども

のかかわりを通して、体験などから感じ取ったことを表現するようにしていきたい。 

本時の目標実現に向け、子どもが主体的に解決に向かおうとすることができる  

a 学習の目標や内容が理解できるように。 

  b 興味や関心、問題意識が高まるように。  

  c 学習の見通しがもてるように。  

 

ex1: 身近な題材や課題を教材化し、今後の見通しを持たせる。  

ex2: 体験的な活動やゲーム等を通して知的好奇心を喚起し、追究意欲を高める。  

ex3: 過去の気づきが新しい学習に生きるよう意図的に課題設定する。  

社会科授業づくりの基本モデル 

１．教科書を基盤とした社会科授業づくり 

 ・教科書の資料と本文を活用して学習の方向性を決める。 

 

 

 

 

 

 

 

 ・教科書には、１単位時間の授業のねらいに迫るために必要な基本的な資料が掲載されています。社会科の授

業づくりというと、ついインパクトのある資料やオリジナルの授業展開を考えなければならないと思いがち

ですが、まずは、掲載資料の価値をしっかりと確かめ、さらに、本文の掲載内容を確認することから授業づ

くりをスタートさせます。 

 ・次に本時の主な活動を決めます。社会科の授業における主な学習活動は以下のように大別できます。 

 

 

 

 

 

 ・はじめに本時の中心となる活動を決定することで、大まかな本時の授業の流れを想定することができます。

社会科の単元全体のなかで、基本となる学習活動は「資料の活用」と「言語活動」と言えます。以下に、こ

の２つを取り入れた社会科の授業づくりの実際について記載していきます。 

 

２．教科書の中心資料を活用した社会科授業づくり 

《実践事例：小学校６年生「武士の世の中 ～活気あふれる町人の文化～」》 

【授業づくり①】この学習内容の教科書のページで一番大きな資料は右下の《歌舞伎座前の想像図》です。 

 この資料を教科書に掲載した理由を考えて見ます。 

 ①この時代、多くの町民が歌舞伎に親しんでいたことを 

  とらえさせたい。 

 ②これまでの文化とは違い、広く大衆に受け入れられる 

  ような文化が広まったことをとらえさせたい。 

 つまり、本時のねらいは「江戸時代に、町民の文化が広 

 まったこと」を子どもたちにとらえさせることだという 

 ことがわかります。そこで本時の中心資料をこの想像図 

にすることに決定し、この資料を上手く活用して、子どもたちの課題解決意欲を高めるための授業プランを立

ててみることとします。その際に、「江戸時代は町民文化が広まった」ということを、教師が「知識として伝

える」のではなく、子どもたち自身が課題を解決するなかで実感できるようにすることを念頭におきます。 

《本時の発問①》は、この資料から読み取れることをどんどん挙げてみよう！とします。 

 子どもたちは「たくさん人が集まっている」「大人気だ！」と反応するのではないでしょうか。 

《本時の課題》は、日常の授業を想定して、シンプルに「江戸時代の文化の特徴を調べよう」とします。 

学習問題 

と目標 

教科書の資料の 

配置と大きさ 

を確認する 

 

本文をじっくり 

読む 

学習の方向
を決める 

○なぜ？どうして？ 

○どのように？だれが？ 

○本時のねらいは？ 

○どうしてこの資料を使

っているのだろう？ 

○この資料の意味は？ 

○何段落あるだろう？ 

○このページで大事な言

葉や人物名は？ 

○何を学ばせるか？ 

○活動の中心は何か？ 

資料の活用 

写真・地図・グラフ等 

言語活動 

思考の文章化・言語化 

 

見学・観察 

情報収集・施設見学等 

プレゼンテーション 

発表・レポート・新聞等 

からこそ、よりよい人間関係を築くための生徒指導的な機能が働くということがいえるだろう。 

ア）単元構成について 

前述のようなバランスのとれた学力を育成するためには、各観点ごとの評価項目や、習得・活用のバ

ランスに留意した単元構成を行わなければならない。また、言語活動を単元のどの時間でどのように位

置づけて行うかを吟味しておく必要がある。その際、教科の特質や学年の発達段階等を考慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの言語活動を単元の中で繰り返し、意図的に行うことで、子どもたちに、思考力、判断力、表現

力を養うことができる。また、単元構想の視点として、特に大切にしたいことは、次の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜言語活動を取り入れる場面＞ 

①オリエンテーションなどの体

験やゲームを通して、単元を

見通す場面 

②主に習得させる場面 

③主に活用する場面 

④次の単元や自分の生活に生か

すことを考える場面 

累加・交換法則・分配法則・既習の九九・アレイ図  

６，７，８，９，１の段の九九を確実に唱えること  

① 教科・領域等の根本の考え方 (本質)を理解し、基礎・基本、言語活動を明らかにする  

 a 子どもたちは、どんな考え方や方法を使って、問題を解決していくのか。  

  ex：小学２年｢かけ算(２)｣ 

 

b 子どもたちは、どんな知識・技能を身につけるのか。  

ex：小学２年｢かけ算(２)｣ 

 

 

② 単元を構想し、具体的な指導の手立てを準備する  

 a 児童の実態をとらえる。 

→ 学年間の学習の系統を確認し、既習事項を確認する。  

    → レディネステスト等により、理解の程度を確認する。  

 b 系統的な配列・構成、時数配当等を組み立てる。  

    → 教材・教具の選択や開発。 

    → 子どもの問いがつながる課題設定。 

    → 適切な言語活動の位置づけ。 

    → 学習場面に応じた学習形態、指導体制、具体の支援策。  

    → 具体の評価規準を設定した評価計画、評価方法。  

【授業づくり②】次に、なぜこんなにたくさんの人が集まってきたのかを考えさせるための資料を検討します。

「江戸時代独自の文化」＝「他の時代の文化には見られない特徴がある」ということです。思

考を促すためには、違うものを比較させることが手立ての一つとなります。この場合、《町人

＝一般大衆に広まった文化であること》を子どもたちに実感させる必要があります。ここでは

「歌舞伎」と室町時代の「能」との比較を通して子どもたちに違いを実感させることとします。 

 

【授業づくり③】江戸時代の文化でおさえなければならない内容には、「歌舞伎」のほかに「浮世絵」もありま

す。浮世絵についても、「町民＝大衆文化」という視点から考えさせていきます。 

 

 

 

 

 

 

 以上の活動を踏まえて、次の問いを投げかけます。 

《本時の発問②》「歌舞伎」と「浮世絵」に共通する特徴はどんなことだろう？ノートに考えを書こう！ 

                子どもたちからは「多くの人が楽しめる文化」「一般の人にも楽しめる文化」

といった考えが出てくるのではないでしょうか。 

ここまで子どもたちの考えが深まれば、補足のような形で「俳句」についても触れてみることができるでし

ょう。代表的な俳句を紹介して特徴を考えさせることで、「短い文章で暗唱しやすい」「リズムがよくて親しみ

やすい」といった、《大衆文化としての文章表現》としてのとらえが可能になるのではないでしょうか。 

 

【授業づくり④】以上で、本時のねらいは概ね達成できていると考えます。ただこの学習展開では、「江戸時代に

このような文化が広まったのは、なぜだろう？」という疑問が、子どもたちのなかに自然に生

まれてくるのではないでしょうか。こうした疑問に答えるには、《既習》を上手く活用すること

が一つの手立てとなります。社会科、とりわけ歴史の学習では、《学びのつながり＝時代の流

れ》が基本となります。教科書は、一単位時間における、子どもたちの自然な疑問に答えられ

るような構成がなされています。前時に学習した「蔵屋敷の絵」をふり返ります。 

《本時の発問③》なぜ、江戸時代に町民のための文化が広まったのだろう？ 

 

 

 

 以上を踏まえて、「江戸時代の文化は、経済的に豊かになった多くの町民が楽 

しめる特徴をもっている」といったまとめで授業を終えます。 

★以上のようなモデルを参考例として、当研修センターでは、教科書の中心資料＋思考をうながす比較活動＋既

習とのつながりをうまく組み合わせた社会科の授業づくりを提案します。 

違いは？ 
・歌舞伎のほうが、派手だ！ 
・能面はとっても地味… 
・歌舞伎はたくさんの人が見に来る
から、派手にしなければならない
んだね。 

・能は一部の人のための文化だっ
た。 

なぜ？ 

安土桃山時代

の屏風絵 

・金箔だ！ 

・高級品！ 

・一枚だけ 

・偉い人の為 

・城に飾る絵 

・空想図 

江戸時代の浮

世絵 

 

・版画 

・大量生産 

・単純 

・安上がり 

・現実的 

 

中心資料の
価値を補完
するための
資料提示 

本時のねらいに迫る為

の言語活動 

学びを深め

る為の既習

内容の効果

的な活用 

・蔵屋敷の絵だったね。 
・町民が経済的に豊かになったんだ。 
・お金があるから娯楽を楽しめる！ 
 

〇研究発表・紀要による発信 

年に 1 回研究発表を行い、また年度末に研究紀要を各学校に配付し、管内に当研修センターでの管内

各校の「授業力の向上」「校内研究の活性化」へ向けての取組を発信している。 

 

「確かな学力を育成するための授業づくりについて」 「教科書を基本とした各教科の授業モデル」 

 

（２）校内研究活性化に向けた支援 

ア 目的やねらいを踏まえた校内研究の促進 

イ 協働的な校内研究体制構築の推進 

〇研修講座「校内研修」の開設 

 「研修講座」では、２９ある講座のうち「校内研修」と「学習指導」の

２講座を当センター所員が講師となり行った。「校内研修」では管内各校の

研究担当者など、主にミドルリーダーと呼ばれる世代の先生方を対象に行

い、ワークショップ型研修の進め方について実際に授業を参観した後に事

後研を実践することを通して紹介し、校内研究活性化のための手立ての一

つとして提案した。 

研究内容２ 

地域の実情やニーズ、教員のライフステージに応じた「教員研修」支援の在り方に関わる取組について 

教員研修の充実に関する支援 

ア 専門性の向上に資する講師情報の共有促進 

イ 教員のライフステージに応じた研修の促進 

ウ 研修講座の実施、運営の充実促進 

○研修講座受講計画の作成 

  研修講座開催要項に右のような「受講計画」を提示し、受講者の

実践力向上や学校力向上に寄与できるよう、ライフステージ及びキャ

リアステージと開設講座の相関が分かるようにしている。 

 現在自分に必要と思われる講座を選択する際の目安とするととも

に、今後の研修の在り方をデザインする際にも活用してもらうことを

意識した構成にした。 


